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(1)連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 158,472 9.5 14,130 53.8 14,093 37.9 9,381 23.4

2024年3月期第3四半期 144,730 6.3 9,190 48.3 10,222 68.6 7,602 123.9

(注)包括利益 2025年3月期第3四半期 11,036百万円 （△19.3％）2024年3月期第3四半期 13,673百万円 （△3.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年3月期第3四半期 172.75 －

2024年3月期第3四半期 138.77 －

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年3月期第3四半期 200,562 139,302 69.5 2,564.60

2024年3月期 192,684 132,142 68.6 2,435.66

(参考)自己資本 2025年3月期第3四半期 139,302百万円 2024年3月期 132,142百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 － 17.00 － 43.00 60.00

2025年3月期 － 30.00 －

2025年3月期(予想) 35.00 65.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 213,000 8.3 18,600 39.7 18,000 22.2 11,600 12.9 213.56

1．2025年3月期第3四半期の連結業績(2024年4月1日～2024年12月31日）

(2)連結財政状態

2．配当の状況

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有
配当予想の修正については、本日（2025年２月12日）に公表いたしました「業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さ

い。

3．2025年3月期の連結業績予想(2024年4月1日～2025年3月31日）

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有
連結業績予想の修正については、本日（2025年２月12日）に公表いたしました「業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ」をご覧

下さい。



① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2025年3月期3Q 60,161,956株 2024年3月期 60,161,956株

② 期末自己株式数 2025年3月期3Q 5,844,490株 2024年3月期 5,908,810株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2025年3月期3Q 54,303,001株 2024年3月期3Q 54,783,179株

※  注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ：無

新規  －社  (社名)                             、除外  －社  (社名)

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：有

② ①以外の会計方針の変更                    ：無

③ 会計上の見積りの変更                      ：無

④ 修正再表示                                ：無
（注）詳細は、添付資料10ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更に

関する注記）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数(普通株式)

（注）期末自己株式数には、従業員持株ＥＳＯＰ信託口（以下「信託口」という。）が保有する当社株式を含めております。また、信託口

が保有している当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予

想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１.経営成績等の概況（３）連結業績予想な

どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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2024年３月期

第３四半期連結累計期間

2025年３月期

第３四半期連結累計期間
増減率

売上高 144,730 158,472 9.5％

営業利益 9,190 14,130 53.8％

経常利益 10,222 14,093 37.9％

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,602 9,381 23.4％

米ドル平均為替レート（円） 138.24 151.46 9.6％

ユーロ平均為替レート（円） 149.77 164.56 9.9％

2024年３月期

第３四半期連結累計期間

2025年３月期

第３四半期連結累計期間
増減率

現地通貨

増減率

日本

シュリンクラベル ※ 35,750 36,821 3.0％ －

タックラベル 6,225 6,565 5.5％ －

ソフトパウチ 15,406 17,178 11.5％ －

機械 4,113 4,499 9.4％ －

その他 ※ 12,461 12,148 △2.5％ －

売上高合計 73,958 77,212 4.4％ －

営業利益 6,665 7,655 14.9％ －

米州

シュリンクラベル 34,288 40,898 19.3％ 8.9％

タックラベル 1,347 2,220 64.7％ 50.4％

ソフトパウチ 207 52 △74.6％ △76.8％

機械 4,270 5,078 18.9％ 8.5％

その他 591 － － －

売上高合計 40,706 48,250 18.5％ 8.2％

営業利益 1,882 4,908 160.7％ 138.0％

欧州

シュリンクラベル 13,168 13,938 5.8％ △3.7％

タックラベル 4,273 4,209 △1.5％ △10.4％

機械 5,519 8,646 56.7％ 42.6％

売上高合計 22,961 26,794 16.7％ 6.2％

営業利益 661 1,725 160.9％ 137.4％

アセアン

シュリンクラベル 6,386 7,574 18.6％ 8.3％

タックラベル 141 76 △46.0％ △50.7％

ソフトパウチ 6,281 6,664 6.1％ △3.2％

機械 420 622 48.0％ 35.1％

その他 58 33 △43.1％ △48.1％

売上高合計 13,287 14,970 12.7％ 2.8％

営業利益 231 699 201.9％ 175.6％

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間における経営成績は、売上高1,584億72百万円（前年同期比9.5％増）、営業利益141

億30百万円（前年同期比53.8％増）、経常利益140億93百万円（前年同期比37.9％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は93億81百万円（前年同期比23.4％増）となりました。

（単位：百万円）

セグメント別の経営成績は以下のとおりであります。

（単位：百万円）

※当期より日本における品目別売上区分の変更を行っており、経営成績の概況については、変更後の区分方法により比較分析

しております。
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（日本）

シュリンクラベルは売上高368億21百万円（前年同期比3.0％増）、タックラベルは売上高65億65百万円（前年同

期比5.5％増）、ソフトパウチは売上高171億78百万円（前年同期比11.5％増）、機械は売上高44億99百万円（前年

同期比9.4％増）、その他は売上高121億48百万円（前年同期比2.5％減）となりました。

その結果、日本全体の売上高は772億12百万円（前年同期比4.4％増）、損益面は営業利益76億55百万円（前年同

期比14.9％増）となりました。

（米州）

シュリンクラベルは売上高408億98百万円（前年同期比19.3％増、現地通貨ベース8.9％増）、タックラベルは売

上高22億20百万円（前年同期比64.7％増、現地通貨ベース50.4％増）、ソフトパウチは売上高52百万円（前年同期

比74.6％減、現地通貨ベース76.8％減）、機械は売上高50億78百万円（前年同期比18.9％増、現地通貨ベース

8.5％増）となりました。

その結果、米州全体の売上高は482億50百万円（前年同期比18.5％増、現地通貨ベース8.2％増）、損益面は営業

利益49億８百万円（前年同期比160.7％増、現地通貨ベース138.0％増）となりました。

（欧州）

シュリンクラベルは売上高139億38百万円（前年同期比5.8％増、現地通貨ベース3.7％減）、タックラベルは売

上高42億９百万円（前年同期比1.5％減、現地通貨ベース10.4％減）、機械は売上高86億46百万円（前年同期比

56.7％増、現地通貨ベース42.6％増）となりました。

その結果、欧州全体の売上高は267億94百万円（前年同期比16.7％増、現地通貨ベース6.2％増）、損益面は営業

利益17億25百万円（前年同期比160.9％増、現地通貨ベース137.4％増）となりました。

（アセアン）

シュリンクラベルは売上高75億74百万円（前年同期比18.6％増、現地通貨ベース8.3％増）、タックラベルは売

上高76百万円（前年同期比46.0％減、現地通貨ベース50.7％減）、ソフトパウチは売上高66億64百万円（前年同期

比6.1％増、現地通貨ベース3.2％減）、機械は売上高６億22百万円（前年同期比48.0％増、現地通貨ベース35.1％

増）、その他は売上高33百万円（前年同期比43.1％減、現地通貨ベース48.1％減）となりました。

その結果、アセアン全体の売上高は149億70百万円（前年同期比12.7％増、現地通貨ベース2.8％増）、損益面は

営業利益６億99百万円（前年同期比201.9％増、現地通貨ベース175.6％増）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産、負債及び純資産の状況）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は2,005億62百万円となり、前連結会計年度末と比べ78億77百万円

の増加となりました。

その主な要因は、現金及び預金が64億15百万円増加したこと、棚卸資産が25億19百万円増加したこと、繰延税金

資産が11億88百万円減少したことなどによるものであります。

負債合計は612億59百万円で、前連結会計年度末と比べ７億17百万円の増加となりました。これは借入金が20億

29百万円増加したこと、支払手形及び買掛金（電子記録債務を含む）が14億70百万円減少したことなどによるもの

であります。

純資産合計は1,393億２百万円で、前連結会計年度末と比べ71億60百万円の増加となりました。これは利益剰余

金が53億80百万円増加したこと、為替換算調整勘定が16億71百万円増加したことなどによるものであります。

（キャッシュ・フローの状況）

当第３四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、132億45百万円の収入（前年同期は128億23

百万円の収入）となりました。これは税金等調整前四半期純利益139億21百万円、減価償却費65億36百万円の計上

などによる収入、棚卸資産の増加額21億90百万円、仕入債務の減少額17億96百万円、法人税等の支払額38億95百万

円などによる支出によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、61億74百万円の支出（前年同期は62億97百万円の支出）となりました。

これは、定期預金の払戻による収入９億25百万円、定期預金の預入による支出20億50百万円、有形固定資産の取得

による支出45億36百万円などによるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、21億60百万円の支出（前年同期２億19百万円の収入）となりました。こ

れは、借入金の増加20億91百万円、配当金の支払額40億円などによるものであります。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ52億12百

万円増加の280億円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年２月12日に公表いたしました「業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ」のとおり2024年５月13

日付の決算短信で公表いたしました2025年３月期の通期連結業績予想を修正いたしました。

（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、18億12百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 22,806 29,222

受取手形及び売掛金 50,695 49,594

電子記録債権 12,628 14,132

商品及び製品 10,227 11,312

仕掛品 6,033 7,318

原材料及び貯蔵品 9,093 9,243

その他 5,684 5,739

貸倒引当金 △105 △100

流動資産合計 117,064 126,462

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 26,182 25,471

機械装置及び運搬具（純額） 21,185 20,159

工具器具備品（純額） 2,368 2,309

土地 8,748 9,013

リース資産（純額） 254 265

建設仮勘定 3,041 4,031

その他（純額） 992 912

有形固定資産合計 62,774 62,163

無形固定資産

のれん 997 904

その他 1,386 1,303

無形固定資産合計 2,383 2,207

投資その他の資産

投資有価証券 3,568 3,872

繰延税金資産 3,336 2,148

その他 3,672 3,717

貸倒引当金 △115 △9

投資その他の資産合計 10,462 9,728

固定資産合計 75,620 74,099

資産合計 192,684 200,562

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,474 15,138

電子記録債務 11,118 11,984

短期借入金 4,020 5,000

１年内返済予定の長期借入金 756 724

リース債務 67 68

未払金 3,853 3,441

未払法人税等 1,960 1,233

賞与引当金 2,246 1,416

その他 11,419 13,729

流動負債合計 52,917 52,737

固定負債

長期借入金 1,841 2,924

リース債務 98 113

繰延税金負債 1,847 1,361

退職給付に係る負債 2,865 2,999

その他 970 1,124

固定負債合計 7,624 8,522

負債合計 60,542 61,259

純資産の部

株主資本

資本金 5,990 5,990

資本剰余金 6,599 6,625

利益剰余金 110,990 116,370

自己株式 △9,556 △9,458

株主資本合計 114,024 119,528

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,342 1,227

繰延ヘッジ損益 △3 △0

為替換算調整勘定 16,781 18,452

退職給付に係る調整累計額 △1 95

その他の包括利益累計額合計 18,118 19,774

純資産合計 132,142 139,302

負債純資産合計 192,684 200,562
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

売上高 144,730 158,472

売上原価 118,956 125,198

売上総利益 25,773 33,273

販売費及び一般管理費 ※１ 16,583 ※１ 19,143

営業利益 9,190 14,130

営業外収益

受取利息 257 220

受取配当金 80 96

還付加算金 84 48

為替差益 998 －

廃棄物リサイクル収入 24 30

その他 39 91

営業外収益合計 1,485 487

営業外費用

支払利息 284 218

為替差損 － 219

休止固定資産減価償却費 105 75

貸倒引当金繰入額 63 －

その他 － 10

営業外費用合計 453 524

経常利益 10,222 14,093

特別利益

固定資産売却益 16 13

投資有価証券売却益 － 0

受取保険金 ※２ 25 －

ゴルフ会員権売却益 － 0

補助金収入 － 36

特別利益合計 42 50

特別損失

固定資産除売却損 31 222

固定資産圧縮損 ※２ 14 －

特別損失合計 45 222

税金等調整前四半期純利益 10,218 13,921

法人税、住民税及び事業税 2,700 3,937

法人税等調整額 △84 602

法人税等合計 2,616 4,539

四半期純利益 7,602 9,381

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,602 9,381

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

四半期純利益 7,602 9,381

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △327 △114

繰延ヘッジ損益 △1 2

為替換算調整勘定 6,502 1,671

退職給付に係る調整額 △102 96

その他の包括利益合計 6,071 1,655

四半期包括利益 13,673 11,036

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 13,673 11,036

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 10,218 13,921

減価償却費 6,259 6,536

のれん償却額 55 95

受取保険金 △25 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 33 △7

賞与引当金の増減額（△は減少） △546 △834

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △15 76

ゴルフ会員権売却損益（△は益） － △0

固定資産除売却損益（△は益） 14 209

固定資産圧縮損 14 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △0

補助金収入 － △36

受取利息及び受取配当金 △338 △316

支払利息 284 218

為替差損益（△は益） △304 △98

売上債権の増減額（△は増加） △2,216 62

棚卸資産の増減額（△は増加） 481 △2,190

仕入債務の増減額（△は減少） △931 △1,796

未払金の増減額（△は減少） △548 △322

その他 2,485 1,443

小計 14,920 16,960

利息及び配当金の受取額 349 320

利息の支払額 △249 △140

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △2,221 △3,895

保険金の受取額 25 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,823 13,245

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △2,050

定期預金の払戻による収入 － 925

有形固定資産の取得による支出 △4,799 △4,536

有形固定資産の売却による収入 16 106

無形固定資産の取得による支出 △177 △182

投資有価証券の取得による支出 △29 △450

投資有価証券の売却による収入 － 0

貸付けによる支出 △77 △42

貸付金の回収による収入 4 46

連結の範囲の変更を伴う子会社の取得による支出 ※２ △1,204 －

補助金の受取額 － 36

その他 △29 △27

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,297 △6,174

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,500 978

長期借入れによる収入 － 1,514

長期借入金の返済による支出 △46 △401

自己株式の取得による支出 △0 △125

自己株式の売却による収入 － 175

配当金の支払額 △1,917 △4,000

その他 △316 △301

財務活動によるキャッシュ・フロー 219 △2,160

現金及び現金同等物に係る換算差額 873 302

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,619 5,212

現金及び現金同等物の期首残高 17,347 22,788

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 24,967 ※１ 28,000

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第

２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。なお、当該会計方針の変更が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書計
上額(注２)日本 米州 欧州 アセアン 合計

売上高

外部顧客への売上高 72,549 40,700 20,401 11,078 144,730 － 144,730

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,408 6 2,560 2,209 6,184 △6,184 －

計 73,958 40,706 22,961 13,287 150,914 △6,184 144,730

セグメント利益 6,665 1,882 661 231 9,441 △251 9,190

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

報告セグメントの概要

当社及び連結子会社は、シュリンクラベル・タックラベル・ソフトパウチ及び機械などを中心としたパッケージ

ングの企画、提案、開発、製造及び販売等の事業を展開しております。

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会において経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているもので、販売体制を基礎とした

地域別のセグメントから構成されており、当社の報告セグメントについては、「日本」、「米州」、「欧州」及び

「アセアン」の４つで報告セグメントを構成しております。

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△251百万円は、主に未実現損益消去などのセグメント間取引消去であります。

２．報告セグメントのセグメント利益の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しており

ます。

３．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

米州：アメリカ、メキシコ

欧州：イギリス、オランダ、フランス、スペイン、ポーランド、スイス、ドイツ、イタリア

アセアン：インドネシア、ベトナム、タイ、インド

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

第１四半期連結会計期間において、取手ファーマ株式会社及びＴＡＴ取手アセットトレーディング株式会

社の株式を取得し、新たに連結の範囲に含めたことに伴い、日本セグメントにおいてのれんが984百万円増

加しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書計
上額(注２)日本 米州 欧州 アセアン 合計

売上高

外部顧客への売上高 75,228 48,246 22,360 12,637 158,472 － 158,472

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,983 4 4,434 2,333 8,756 △8,756 －

計 77,212 48,250 26,794 14,970 167,228 △8,756 158,472

セグメント利益 7,655 4,908 1,725 699 14,990 △859 14,130

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△859百万円は、主に未実現損益消去などのセグメント間取引消去であります。

２．報告セグメントのセグメント利益の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しており

ます。

３．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

米州：アメリカ、メキシコ

欧州：イギリス、オランダ、フランス、スペイン、ポーランド、スイス、ドイツ、イタリア

アセアン：インドネシア、ベトナム、タイ、インド

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　前第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

　　至　2024年12月31日）

給与手当 6,522百万円 7,471百万円

賞与引当金繰入額 448 680

貸倒引当金繰入額 △14 △56

退職給付費用 96 195

（四半期連結損益計算書に関する注記）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

※２　受取保険金及び固定資産圧縮損

前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

保険金等の受取額は「受取保険金」として特別利益に計上するとともに、当該保険金等にかかる固定資産の圧

縮記帳額は「固定資産圧縮損」として特別損失に計上しております。

当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

該当事項はありません。
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前第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

現金及び預金勘定 28,610百万円 29,222百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 － △1,221

当座借越 △3,643 －

現金及び現金同等物 24,967 28,000

流動資産 61百万円

固定資産 210

のれん 984

流動負債 △31

子会社の取得価額 1,224

現金及び現金同等物 △20

差引：連結の範囲の変更を伴う子会社の取得による支出 1,204

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次の

とおりであります。

※２　株式の取得により新たに連結子会社となった会社の資産及び負債の主な内訳

前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

株式の取得により新たに取手ファーマ株式会社及びＴＡＴ取手アセットトレーディング株式会社を連結したこ

とに伴う連結開始時の資産及び負債の内訳並びに株式の取得価額と取得による支出（純額）との関係は次のとお

りであります。

当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月12日

株式会社フジシールインターナショナル

取 締 役 会　御 中

有限責任監査法人トーマツ

大　阪　事　務　所

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 鈴　木　朋　之

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 上　田　博　規

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社フジシールインターナショナルの2024年4月1

日から2025年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2024年10月1日から2024年12月31日まで）及び第3四

半期連結累計期間（2024年4月1日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、

四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略

が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記

載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任

がある。

監査委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における執行役及び取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれておりません。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計

基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成さ

れていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が

認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な

不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は

否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づい

ているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項につ

いて報告を行う。

監査人は、監査委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害

要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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